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こどもエコクラブ全国フェスティバル2025の概要 

１）開催目的  

全国のこどもエコクラブや環境活動に取り組んでいる団体が集い、環境活動の紹介を通じて相互

の交流を深めるとともに、これらの情報を広く発信することにより、こどもエコクラブの活動の

活性化及び本事業への理解と参加促進を図る。 

 

■開催日時 2025年3月23日（日）10:00～15:30 

■会  場 大阪アカデミア （大阪市住之江区南港北1-3-5） 

大阪府咲洲庁舎（大阪市住之江区南港北1-14-16） 

 

２）主催 公益財団法人日本環境協会（こどもエコクラブ全国事務局） 

３）後援 環境省、文部科学省、こども家庭庁、消費者庁、独立行政法人国立青少年教育振興機構、 

公益社団法人こども環境学会、一般社団法人全国環境教育学会、 

全国小中学校環境教育研究会、公益財団法人日本容器包装リサイクル協会、NHK 

４）特別協力 こくみん共済 coop〈全労済〉、株式会社タカラトミー、株式会社ミールケア 

5）出展企業団体（2025年3月5日時点） 

株式会社エフピコ、加山興業株式会社、関西電力株式会社、 

公益財団法人コカ･コーラ教育・環境財団、佐川急便株式会社 

株式会社ジーエス・ユアサバッテリー関西支店、全国牛乳容器環境協議会 

象印マホービン株式会社、 

象印マホービン株式会社×関西大学「関大マイボトルアンバサダー『ECOひいきプロジェクト』 

ダイハツ工業株式会社、公益社団法人鉄道貨物協会・日本貨物鉄道株式会社 

トヨタ自動車株式会社、日本ＣＣＳ調査株式会社、一般社団法人日本ＷＰＡ 

公益財団法人日本容器包装リサイクル協会、文化シヤッター株式会社 

公益財団法人日本環境協会エコマーク事務局 

6）協力  All Japan Youth Eco-club、関西大学、株式会社共立理化学研究所 

キリンホールディングス株式会社、ケニス株式会社、株式会社明治 

 

 

公益財団法人日本環境協会（こどもエコクラブ全国事務局）は、弊協会主催の「全国エコ活コン

クール」にて有識者による審査で選抜された都道府県代表クラブ等（別添: 参加クラブ一覧）が 

集まり、それぞれの活動発表などを通して交流を深める「全国フェスティバル」を開催します。 

子どもたちは、日頃の活動をまとめた壁新聞や絵日記、デジタル作品をもとに一年間の活動

について発表する他、展示作品の「イイネ！」ポイントを探すプログラムなどで交流を深めます。

また、企業や団体の展示コーナーでは、最新の環境技術や環境に配慮した取組みを子どもたちに

紹介します。 

併せて「全国エコ活コンクール」の入賞クラブなどの表彰も行い、子どもたちの活動を称えます。 

（公財）日本環境協会 こどもエコクラブ全国事務局 



7）主なプログラム（予定） 

※イベントの内容および時間は、都合により変更となる場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

※特別賞および絵日記部門・デジタル部門優秀賞の詳細は、2 月 26 日（水）リリースの「こどもエコクラブ「全

国エコ活コンクール」の受賞者決定」または、こどもエコクラブウェブサイト（https://www.j-ecoclub.jp）を

ご覧下さい。 

 

■取材について 

 子どもたちの活動を多くの方々に知ってもらうことが、子どもたちのやる気や地域への環境活動の広がり

につながります。ぜひ、全国各地で繰り広げられている子どもたちの環境活動を、皆さんの媒体で取り上げ

ていただきますようお願い申し上げます。各クラブの情報は全国事務局から提供いたしますので、ご希望の

際には全国事務局までお問い合わせください。本フェスティバルの取材をご希望される報道関係の方は、事

前に下記担当までご連絡の上、各プログラム開催会場の受付までお越しください。 

 

【連絡先】公益財団法人日本環境協会内 こどもエコクラブ全国事務局 

TEL：03-5829-6359 FAX：03-5829-6190 E-Mail：j-ecoclub@jeas.or.jp 

 

【こどもエコクラブ事業について】 

こどもエコクラブ事業は、環境省の事業として 1995 年から始まり、地方自治体や企業などの協力を得

て、子どもたちが地域で主体的に行う環境活動・学習を支援しています。 

2011 年度からは、事業発足当初より全国事務局を担ってきた公益財団法人日本環境協会が継承し、環境

省の後援、地方自治体や企業などと協働して事業を進めています。今までに延べ 300 万人を超える子どもた

ちが参加しました。【こどもエコクラブホームページ：https://www.j-ecoclub.jp/ 】 

時  間 内容 会場 

9:30～10:00 【集合、受付】 ・参加クラブ、関係者 大
阪
ア
カ
デ
ミ
ア 

10:00～10:15 （15） 【オープニング・来賓挨拶】 ・開会の挨拶 

10:15～10:40 （25） 【全国エコ活コンクール受賞クラブ表彰式】 

10:40～11:00 （20） 【企業・団体紹介】 

11:00～11:15 (15) 【集合写真撮影】 

11:15～11:50 (35) 【てくてくラリー】 ・会場移動プログラム 
大阪アカデミアと大阪府咲洲庁舎の間をみんなで元気に歩いて移動！ 

1.2km（大人の足で徒歩 20分ほど）の間に隠された文字をつなげて出てく

る言葉は…？ 

移動 

11:50 ～ 13:30 

(100) 

①【昼食】 

大
阪
府
咲
洲
庁
舎 

②【エコ活セッション】 

グループに分かれ壁新聞・絵日記をもとに活動発表・取材 

13:30～15:10 

（100） 

【大阪開催記念・さきしまスタンプラリー】 

①【おおさかエコ活川柳・エコ標語投票】  

大阪府主催「おおさかエコ活川柳・エコ標語」一次審査通過作品の投票を

実施 

②【企業・団体ブース見学】 

③【フォトコンテスト投票】  

④【発見★イイネ探検隊】 

他のクラブのエコ活コンクール作品の「イイネ！」ポイントを探すプログ

ラム 

15:10～15:20 （10） 【投票結果発表】 

15:20～15:30 （10） 【クロージングセレモニー】 ・ふりかえり・閉会の挨拶 

https://www.j-ecoclub.jp/topics/info/202502261000.html
https://www.j-ecoclub.jp/topics/info/202502261000.html
https://www.j-ecoclub.jp/
https://www.j-ecoclub.jp/


都道府県 市区町村 クラブ名 タイトル

1 青森県 弘前市 HEP21エコクラブ わたしたちとだんぶり池の仲間たち

2 宮城県 南三陸町 南三陸少年少女自然調査隊 発見！！南三陸町の自然

3 秋田県 秋田市 あきた緑の少年団 すぎっちと学ぶ！森林のこと

4 福島県 いわき市 いわき市立高坂小学校SDGs隊 蓮彩町新聞

5 茨城県 水戸市 逆川こどもエコクラブ みんなでつなげっぺ 茨城の自然

6 埼玉県 宮代町 MIYASHIROエコ☆スターズ Let's エコ☆スタ「クポゴ」新聞

7 神奈川県 横浜市 二ツ池こどもエコクラブ 二ツ池新聞2024

8 新潟県 魚沼市 三ツ星エコクラブ 三ツ星エコ新聞　魚沼わくわくの森プロジェクト

9 山梨県 甲府市 和泉エコクラブ 和泉エコクラブのエコ活動

10 静岡県 富士市 原田湧水クラブ 未来へつなごう　富士市の自然といきもの

11 愛知県 一宮市 劇団シンデレラ 湿地を守る大切な仲間を紹介

12 三重県 亀山市 魚と子どもKidsクラブ 僕たちが頑張ってきた魚まみれの１年間！！

13 滋賀県 守山市
認定NPO法人 びわこ豊穣の郷 目田レン
ジャー

目田レスキュー新聞３

14 滋賀県 甲賀市 山内エコクラブ 野洲川エコクスール2024

15 京都府 京都市 西京極こどもエコクラブ いっぱい学んだエコクラブ

16 京都府 木津川市 木津川市こどもエコクラブ 里山生き物新聞

17 大阪府 大阪市 せいわエコクラブ ～私たちの活動！楽しく活動！～

18 大阪府 大阪市 地球☆プロテクト　とあるた やっぱ海はええなぁ！みんなで守り 育てようや！！大阪湾

19 兵庫県 神戸市 しのっちょ・バレーヌ しのっちょ新聞

20 兵庫県 神戸市 玉一アクアリウム 明石川と共に生きる～季節来遊の生き物たち～

21 奈良県 天理市 福住こどもエコクラブ
地域の方から田んぼを借りて3年目　～今年も無農薬・化学肥
料不使用に挑戦～

22 島根県 出雲市 上津探検隊 ケロケロカエル調査新聞18

23 岡山県 津山市 わくわくエコクラブ
オオサンショウウオを守るために考えたこと～大好きな川の主
編～

24 徳島県 吉野川市 あわっ子！エコ！クラブ 明るい未来　エコ活えエコと新聞

25 高知県 香美市
香美市こどもエコクラブ
あきらめずにがんばる5人組

生き物を守ろう！

26 福岡県 福岡市 ぶらぶらあぶらクラブ 油山生物多様性新聞2024

27 熊本県 熊本市 熊本市立菱形小学校 緑化ボランティア隊 菱形小学校 緑化ボランティア新聞

28 宮崎県 宮崎市 ポニョ ぼくらのエコかつ

29 鹿児島県 鹿児島市 色響（IRO＆HIBIKI) 海からの便りを音にのせて

30 沖縄県 南城市 ECOHONU (エコホヌ）
エコホヌ新聞「海のゴミを減らすために仲間を増やす活動を開
始！」

■参加クラブについて

参加クラブは、全国エコ活コンクールの壁新聞部門の応募団体の中から、独創性・発展性・アピール力・地域への密着性等の観点で選ばれた団体で
す。

2024年度　全国フェスティバル2025　参加クラブ


